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物との問に明瞭な差が認められ, イネ, トウモロコシなどでは侵入率は約80%であったの に対 し, トマ
ト, ホウレンソウなどでは侵入率はきわめて低 く, たとえ僅かに侵入しても全く発病は見られなかった｡
また, チャ, アオキなどでは付着器の形成は認められても, 侵入は見られなかった｡
イネ, トマ ト, チャなどの葉上から集めた水滴中では, 本菌分生胞子の発芽は促進されるが, トマ ト葉
上に本菌胞子の懸濁液を24時間保った後, その液のみを回収してその中で胞子を発芽させた場合には, 発
芽ならびに付着器形成が著しく抑制されチャ葉上からの回収液中でもある程度の抑制が認められた｡ しか














た｡ 本論文においては, まずこの点を明らかにするため, イネ科以外の多数の植物に本菌の接種を試みた
ところ, 付着器の形成, 菌糸の侵入が認められるものはあっても, 病舞を形成するものはなか った｡ ま
た, チャ, アオキなどでは付着器の形成は認められても, 厚いクチクラ層を貫通することがで きな い の
で, 菌の侵入は全 く認められなかった｡
ある病原菌の胞子がある植物に接触した場合, 胞子の発芽を抑制する物質が生成される場合のあること
が報告されており, その物質は phytoalexin と呼ばれている｡ 本研究において, イネ葉上にごま菓枯病
菌胞子の懸濁液をおき, 一定時間後にその液のみを回収して胞子を発芽させた場合には, 胞子の発芽, 付
着器の形成はともに阻害されなかったが, トマ ト葉上からの回収液中では明らかに胞子の発芽, 付着器の
形成が抑制され,phytoalexin様物質の生成されることが認められた｡ しかし, 殺菌胞子懸濁液をおいた
場合には, このような物質は生成されなかった｡ したがって少なくともトマ トの葉においては, このよう
な物質が供試菌の侵入を阻害し, 病原菌の寄主選択性の一因をなすものと考えられるO
以上のように, 本論文は今までほとんど解明されていなかった｡ 病原菌の寄主選択性について種々の新
知見をもたらしたものであって, 植物病理学の分野に貢献するところが大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
-748-
